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山
あ
い
の
渓
流
沿
い
に
は
特
有
の
裔
林
が
成
立
す

る
。
洪
水
や
土
砂
崩
壊
の
起
ご
り
や
す
い
不
安
定
な

立
地
に
適
応
し
た
林
で
あ
る
。
シ
オ
ジ
林
も
冷
温
帯

域
の
典
型
的
な

r
渓
畔
林
」
の
―
つ
で
あ
る
。

シ
オ
ジ
は
、
モ
ク
セ
イ
科
ト
ネ
リ
コ
属
に
属
す
る

落
葉
高
木
で
、
ク
ル
ミ
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
一
枚

の
葉
が
七
枚
か
ら
九
枚
程
度
の
小
葉
に
分
か
れ
た

「
羽
状
複
葉
」
を
も
つ
。
群
馬
県
袈
裟
丸
山
を
北
限
と

し
、
熊
本
賑
ま
で
の
主
に
太
平
洋
測
山
地
に
分
布
し

て
い
る
。

秩
父
山
地
に
は
、
立
派
な
シ
オ
ジ
林
が
よ
く
発
達

し
て
い
る
。
普
通
は
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ト
チ
ノ
キ
、

イ
ヤ
タ
カ
エ
デ
や
カ
ツ
ラ
な
ど
渓
流
沿
い
に
よ
く
見

ら
れ
る
樹
種
と
林
を
構
成
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
上

野
楢
原
に
は
、
純
林
状
の
シ
オ
ジ
林
が
広
が
っ
て
い

る
。
胸
高
直
径
は
五

O
c
mほ
ど
に
す
ぎ
な
い
が
、
樹

高
は
三

0
m
に
も
達
す
る
見
事
な
林
で
あ
る
。

桃
床
に
は
様
々
な
シ
ダ
や
草
本
層
が
発
達
し
、
こ

•
J
ろ

す
え
を
わ
た
る
小
鳥
も
多
い
。
初
夏
の
頃
に
は
、
シ

オ
ジ
の
臼
っ
ほ
い
幹
が
み
す
み
す
し
い
緑
に
映
免
て
、

心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
気
分
に
ひ
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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表 1 生涯学習関連主要施策年表

9月

8月
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学校遇5日制導入、 9 12キャンペーン開始

生涯学蓄審議会 r生涯翠翌の成果を生かすための方策について」弄誤の

概要

［子どもと話・そう］全国キャンペーン実淀

り

う

＇

・

リ

・

、

9

卜
噸
ぅ
サ
羽
｀

を
さ
ら
に
充
実
｛
ど

行
政
の
側
に
と
っ
て
も
民
間
の
企
業
や
団
体
の
活
動

内
容
を
知
り
、
生
涯
学
習
の
持
つ
広
か
り
を
言
認
議

す
る
こ
と
が
で
き
る
L
,

第
一
匝
は
千
葉
庫
の
丁
ー
，
＇
~
'
、
，
，
間
も
な
い
暮
張
、
ス

へ
の
移
行
」

を
個
性
蓋
祝
の
原
則
、
変
化
へ
の
対
応
と
と
も
に
教

育
改
革
の
理
念
と
し
て
取
り
上
け
て
以
降
、
国
及
び

地
方
佼
共
団
体
紅
お
い
て
界
ぷ
塚
取
祖
が
本
岱
的
紅

-

|

-

i
 

□1
|

ロ

我
が
国
が
ニ
一
世
紀
に
向
か
い
、
豊
か
で
活
力
あ

る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
9

人
々
蔓
生
智

の
い
つ
て
も
、
自
由
に
学
習
様
号
を
選
択
し
て
学
ぶ

こ
と
か
で
き
、
そ
の
成
累
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
よ

ら
な
社
会
」
、
す
な
わ
さ
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
生
涯
学
習
」
と
は
、
あ
だ
め
る
機
会
を
通
じ
て

行
わ
れ
る
学
習
虹
雪
指
し
、
学
校
教
育
や
社
会
敦

育
で
行
わ
れ
る
言
累
~
う
に
、
意
図
的
。
組
織
的

ア
を
言
わ
れ
る
も
の
の
み
て
な
く
、
ス
沢
）
ー
ツ
活
動
、

i
＼
化
活
動
、
趣
味
、
し
r

／
リ
ユ
・
ー
、
f
’
-
g

□ー
ー
活
動
、
ず

一
一
ン
テ
i
'
ア
活
動
等
の
様
ク
，
へ
の
学
習

を
も
包
括
し
た
も
の
で
あ
る
C

・解説

生

涯

メ，
1
シ
会
場
に
、
寂
神
：
淡
路
大
晨
災
か
ら
の
復
巽

を
進
め
る
大
会
と
し
て
隈
佳
予
定
で
あ
る
。
（
九
月
三

0日
'
¥
i

-
0月
四
日
）
（
表
2

)

'

こ
の
よ
う
仮
取
咀
は
、
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て

も
実
施
さ
九
て
お
り
、
フ
ェ
ス
チ
イ
バ
ル
や
そ
の
他

策

生
涯
学
習
施
策
の
新
た
な
展
開

展
開
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
生
翌

冑
旦
文
部
青
に
生
粍
学
叩
日
局
を
設
置
し
て
以
降

の
新
た
な
広
が

n
に
重
点
を
お
き
な
輩
ら
、
こ
の
一

0
年
を
概
闘
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
表
↓

ー

一

生

涯

学

習

局

の

設

置

一

」
言
学
習
推
進
体
制
の
整
備
の
た
め
の
取
組
と
し

て
昭
和
六
三
年
、
文
部
省
組
織
令
改
正
に
よ
り
社
会

教
育
局
を
生
涯
学
習
局
に
改
組

L
た。

生
涯
学
習
局
で
は
、
従
来
の
四
課
体
制
に
加
え
て

こ
と
に
よ
り
"
、
社
会

る
｝
の
み
な
ら
ず
、
学

V
J
振
興
に
嬰
し
、
生

・
調
整
も
全
省
的
な

と
と
な
っ
た
。

よ
た
、
同
時
に
体
育
局
に
、
生
涯
ズ
ホ
ー
ツ
詞
が
設

置
さ
れ
、
総
合
的
な
生
涯
学
畜
の
唯
進
体
制
州
整
っ
た
＂

平
成
三
年
匹
月
に
ぱ
、
民
関
散
育
事
業
者
と
連
携

-

゜
●
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課

し
て
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
る
だ
め
f
生
涯
学
習
振

興
諫
内
に
民
間
教
育
事
業
室
奇
設
置
し
立
。

唸
詞
本
年
七
月
一
日
か
ら
辻
婦
人
敦
育
隙
を

発
展
的
に
固
女
共
同
参
面
学
習
課
に
改
祖
し
た
。

2
□
□~
|
|
]
 

・
 

生
涯
学
習
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
国
民
に
理
醇
し

て
も
ら
い
、
生
涯
学
習
に
視
し
和
1

き
っ
か
け
を
っ
か
ん

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
形
て
訴
ヽ
こ
か
け

る
必
要
か
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
に
、
平
成
充
年
度

か
ら
生
匠
学
習
フ
ェ
ス
テ
、
1
バ
1
を
実
旅
し
て
い
る
｛
）

、
J
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
、
•
4
ベ
ル
は
、
従
来
の
行

政
加
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
き
た
行
集
と
異
な
り
，

「
生
涯
学
習
見
本
市
」
を
始
め
と
し
て
民
間
5
企
業
や

団
体
の
自
主
怯
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
部
分
が
き
わ

め
て
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
，
「
生
浬
学
習
、
ミ

い
う
テ
ー
マ
を
展
開
す
る
際
、
民
間
企
業
や
団
体
の

自
主
性
活
動
を
導
入
し
、
•
生
涯
学
均
巴

几
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
参
ぷ

1

9

,

1

|

]

 

一
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の

3
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
一

関

す

る

法

律

の

制

定

一

字

□月には
、

口

□41

□―刷

謡
芸
答
申
「
生
涯
学
習
の
基
盤
監
備
一
心
つ
い
て
―

-3

提
言
内
容
を
受
け
て
、
「
生
匠
学
習
の
振
興
の
た
め
h

/

施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
律
L

（
い
わ

ゅ
ろ
生
匠
学
習
振
興
法
）
が
制
定
さ
れ
た
a

生
涯
学
習
振
興
法
に
お
い
て
は
、
当
面
必
要
な
一
i
-

つ
の
施
策
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
生
涯
学
習
の
振
興

に
資
す
る
た
め
の
都
道
府
県
の
事
業
に
関
し
そ
の
推

進
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
左
定
め
，
二
第

三
8

四
条
）
、
お
よ
ひ
「
特
定
の
地
区
に
お
い
て
生
涯

学
習
に
係
る
機
会
の
総
合
的
な
提
供
を
促
進
す
る
た

め
の
摺
置
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
」
（
第
五
，
＼
九

条
）
、
「
生
涯
学
習
に
係
る
重
要
事
項
等
を
調
査
審
裟

す
る
審
諾
会
を
設
置
す
る
等
の
招
置
を
話
ず
る
L

（第

-

0

(

)

―
―
一
条
）
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同

法
記
規
定
す
る
三
つ
の
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

第
二
条
で
職
業
能
力
開
発
や
社
会
福
祉
等
の
諸
施
策

と
連
携
し
て
行
う
へ
き
こ
と
と
さ
れ
、
第
＝
一
条
第
二

項
は
｛
直
接
に
は
都
道
府
隈
に
つ
い
て
の
規
定
て
あ

る
が
）
教
育
行
政
の
側
か
ら
能
動
的
に
首
長
部
局
や

民
間
団
体
に
連
携
を
働
き
か
け
る
よ
う
努
め
る
べ
き

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
生
涯
学
習
行
政
に

お
け
る
「
連
携
」
の
意
義
が
正
面
か
ら
明
ら
か
に
さ

れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

認
9
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生
涯
学
習
施
策
の
新
た
な
展
開

4
一
生
涯
学
習
審
議
会

生
涯
学
習
振
興
法
に
基
づ
き
、
二
年
八
月
、
生
涯

学
習
審
議
会
が
発
尼
し
、
四
年
七
月
に
は
「
今
後
の

社
会
の
動
向
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
の
賑
興
方
策
に

つ
い
て
し
答
申
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
生
涯
学
習
審
議
会
と
し
て
の
初
め
て
の

本
格
的
答
申
で
あ
り
、
生
涯
学
督
社
会
の
構
築
を
目

指
す
こ
と
、
そ
の
際
の
基
本
的
な
視
点
や
貝
体
的
な

課
題
を
提
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
資
料
1

)

ま
た
バ
、
年
四
月
に
は
、
1

地
域
忙
お
け
る
生
涯
学
習

の
充
実
方
策
に
つ
い
て
」
答
申
炉
唸
さ
れ
、
地
域
に

お
け
る
学
習
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
の
必
要
な
改
善

方
策
に
つ
い
て
、
高
等
教
育
機
関
、
小
・
中
・
高
等
学
校
、

社
会
。
文
比
ミ
ボ
ー
ツ
麓
冦
、
研
究
・
研
修
籠
殷
な
ど
l

そ
れ
ぞ
｀
料
に
問
し
検
討
，
＼
喜
言
し
た
。
（
資
料
2

)

さ
ら
に
、
九
年
一
二
月
に
は
、
1

生
涯
学
習
の
成
果
を

生
か
す
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
」
璽
警
ぃ
概
要
を
と

n
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
r
学
留
成
果
を
竺
ヵ
祠
こ
と

の
意
義
と
そ
れ
を
促
追
す
る
上
で
の
間
題
点
を
酪
理

し
、
「
地
域
社
会
の
発
展
に
生
か
す
」
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
生
か
す
」
、
i
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
生
か

す
」
の
三
つ
の
学
習
成
果
を
生
か
す
墨
国
を
挙
げ
そ

れ
ぞ
れ
必
要
な
支
援
方
策
を
提
―
言
し
た
も
の
で
あ
る
c

現
在
、
第
四
期
生
涯
学
習
蕃
常
会
に
お
い
て
、
①
「
青

少
年
の
王
き
る
力
]
‘
を
は
ぐ
く
む
地
域
社
会
の
燥
境

の
充
実
方
策
」
、
②
「
辻
会

教
育
行
政
の
庄
り
方
，
i
‘

め
の
方
策
」
に
つ
い
て
審
議
し
て
お
り
、
平
成
一

0
年

三
月
二
三
日
に
②
に
つ
い
て
中
間
ま
と
め
を
提
出
し

た
。
こ
の
中
間
ま
と
め
で
は
、
今
後
の
社
会
教
育
行
政

を
進
め
る
上
で
の
重
要
な
視
点
、
社
会
教
育
施
設
の

運
営
等
の
弾
力
化
、
社
会
教
育
行
政
へ
の
住
民
参
加

の
促
進
な
ど
の
貝
体
的
展
開
に
つ
い
て
提
言
さ
れ
て

お
り
、
本
年
夏
ご
ろ
を
目
途
に
答
申
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
①
③
に
つ
い
て
は
r
今
後
更
に
審
議
を

深
め
、
本
年
度
中
に
答
申
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

5
一
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
組
一

ー1

1

|

」

固
で
の
収
組
叩
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
も
様
々
な
取
紺
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

現
在
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
、
生
粍
学

者
が
設
置
さ
れ
、
同
様
に
、

・
団
体
州
連
拐
・
協
力
を

行
う
た
め

殷
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
言
い
年
四
月
現
在
、
都
道
府
頃
に
お

い
て
は
、
三
四
都
道
府
県
に
生
甚
学
習
審
議
会
が
設

置
さ
れ
て
お
竹
、
各
地
域
5
生

涯

学

喜

甕

拠

点

施
殷
と
し
て
学
習
情
報
の
提
供
や
学
習
祖
襲
学
習

喜
言
把
握
、
学
詈
ロ
グ
ラ
ム
の
閲
発
な
ど
を
行

う
「
生
涯
学
習
セ
ン
―
:
v
_
」
は
、
平
成
i

0
年
四
月

現
在
、
三
一
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
0
ほ
か
、
「
県
民
カ
レ
＂
＇
，
ジ
」
等
の
名
称
で
、
県

民
に
対
し
て
各
種
の
学
習
機
会
を
総
合
的
紅
提
供
す

る
事
業
や
「
生
涯
学
苫
情
報
ネ
ッ
ト
'
[
9
,
9
,
r
9
,
‘
‘
"
ス
テ

ム
」
な
と

め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
八
年
四
月
に
は
、
広
島
県
が
生
涯
学
習
振
興

法
に
基
づ
く
地
域
生
涯
学
習
振
興
基
本
構
想
を
作
成

し
、
全
国
で
初
め
て
国
の
承
認
を
受
け
、
活
発
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
今
後
、
他
の
都
道
府
県
に
お

い
て
も
箇
極
的
な
取
組
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
一

0
八
の
市
町
村
が
生
涯
学
習
都

市
宣
i
目
を
行
っ
て
い
る
。

r
l
r
l
|
]
 

ー

」

6
一
九
．
―
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
四
年
度
の
二
学
期
か
ら
毎
月
第
二
土
曜
日
を

休
業
日
と
す
る
学
校
週
五
日
制
（
初
固
は
平
成
四
年

几
月
―
二
日
）
応
導
入
さ
れ
た
。
学
校
週
五
日
制
は
、

翌
区
家
庭
及
び
地
域
社
会
の
教
育
主
体
の
在
り
方

を
見
直
し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間
形
成

を
図
る
も
の
で
あ
る
-3

こ
れ
に
伴
い
、
文
部
省
て
は
、
学
校
週
五
日
閲
の

円
滑
な
実
施
を
図
る
｀
応
め
の
キ
ャ
ロ
ヘ
ー
ン
冗
山
．

―
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
展
開
し
た
c

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
ま
す
、
国
民
に
広
，
＇
ヽ
‘

九
月
一

□
日
か
ら
学
校
週
五
日
桐
か
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
を
取
り
ま

．
，
ヽ
環
境
況
学
校
教
育
i
]
と
ど
よ
ら
ず
大
き
＼
変
わ

る
こ
と
の
意
義
を
十
分
理
解
し
て
見
ら
う
た
め
、
関

枷
省
庁
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
f
匿
立
の
隠
初

量
茎
術
館
等
、
国
'
-
y
青
4
年
教
育
施
設
、
国
立
だ

手
、
国
立
高
等
専
門
学
校
、
民
間
り
財
可
。
社
団
注

＼
戸
1

意
団
体
、

r

:

)

な
ど
従
来
の

L

25 
24 



資料2 地域における生涯学習機会の充実方策について
平成 8年 4月24日知産学習痣餞芸答申

多様化と覆修形態の弾力化
I ー！， 柑•今 A. i誌II 叩•斤造

I 活芦
学毎

2.公開講座の充実

疇 「―」 -t， 諧座内容・方法の改善／短期集中プロダラムの開殷

I 3 学内の組織体制の整備
！ ギ， 生涯学習(l)センタ...(!)整憐／教員の業絞評価の改羞

9 / 

1.施設開放の促進
弓＞ 施餃開放の拡充／大学博物館の整備

2.社会からの支援
六万ポランティアの受入れ

I ~ ~ 

弓 総合的な計画（l)整備

？．施設間の広域的な連携の促進
吋 行政部局間の連携強化／民間との連携強化／．

3.情報化・マルチメディア化への対応

⇒ 惰報化による京業の革新 惰乾提供のマル
4.学校教育との連携・協力
弓 「学社慕應合」の理念に古

の活動の展開

人的体制の整備

専門的職員の確保．／ホランティアの受入れ

利用者の立場に立った施設の運営
合， アクセスの改善／佳民参加による運営

3'新しい学習課題に対する運営の改善
⇒ 国際化・情報化等への対応／学溢者への支援
L4ー財政面での充実
'⇒ 財源の確保／適切な料金設定のもと

j 1ー施設の開放や学習関連事業の実施
⇒ 施設の公開ノ公院講座等の実海

~ ~ / ~ 

I 1 地域の生源学習ネットワークヘの参加□ 2ーニ：言孟口言ヵ吋， 実験・実習病翌としての活用／教員・指尋者としての協力
入こ ~1 べ • 

／ ~ ／ ~ ＜ ／ ~ ~‘‘~ ~ ~ ~ ~ : ~ ~ ~ ~ ~ /、、~ ~ 

1 答申のポイント

(l)圭配琶彗埜登＾己三辛二恥ての本格的笙里。
(2)文部省・教育委

い施策を提言。

(3)告涯学習そ墾豊立仁竺、行政に対してのみならず、幅広

解と協力を求め、呼び掛けており

「今後の社会の動向に対応した生涯学習の振興方策について」（答申）の概要

（平成4年7月29日

解説

生
涯
学
習
施
策
の
新
た
な
展
開

申答会議審習学涯生

27 
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生
涯
学
習
施
策
の
新
た
な
展
開

7
一
生
涯
学
習
と
学
校

の
範
囲
を
大
き
く
超
え
て
幅
広
く
各
方
面
に
働
き
か

村
、
社
会
全
体
で
学
校
外
活
動
の
充
実
及
び
学
校
教

育
と
の
連
携
を
考
え
る
契
機
に
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
政
府
公
報
等
の
実
施
や
九
・
ー
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
広
報
用
デ
ザ
イ
ン
の
活
用
に
よ
り
、
周
知
に
啓

め
た
。
一

そ
の
後
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
月
二
回
の
実
施
と

な
っ
て
お
り
、
完
全
学
校
週
五
日
制
は
、
新
教
育
課

程
と
合
わ
せ
て
、
平
成
一
四
年
ニ
ー

0
0
二
年
）
か

ら
実
梅
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

|
]
 

ー

放
送
七
学
ば
‘
昭
和
五
六
年
に
成
立
し
た
放
送
大

学
学
園
法
に
基
づ
き
、
同
学
園
が
昭
和
五
八
年
に
骰

麗
し
た
テ
レ
ビ
：
ア
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
効
果

的
に
利
渭
し
た
祈
し
い
珪
念
こ
肛
態
の
大
学
で
あ
る
。

そ
0
霞
陪
柏
六
三
年
に
は
所
管
局
が
祈
散
の
主

涯
学
習
局
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
放
送
大
学
は
高
等

教
育
機
関
で
4

か
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
皆
社
会
の
構

築
に
向
げ
て
の
中
核
的
楼
関
と
し
て
の
役
割
炉
一
層

明
随
と
な
っ
た
。

放
送
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
放
送
エ
リ
ア
か
関
東
蛾

域
に
防
ら
れ
て
い
た
た
め
、
多
く
の
人
々
に
学
嘗
様

全
在
提
供
す
る
趣
旨
か
ら
、
平
成
二
年
度
か
ら
ビ
デ

ォ
。
す
上
r
，
ィ
オ
テ
ー
ー
デ
を
利
用
し
た
「
ビ
デ
オ
学

習
セ
ン
タ
＇
，
＇
」
を
各
都
道
府
県
に
殷
置
す
る
よ
斉
整

備
を
進
め
て
き
た
と
こ
芯
で
あ
る
が
（
そ
の
花
、
六

ー

小

学

校

一

・

ニ

年

生

の

授

業

科

目

と
し
て
「
生
活
科
，
一
の
新
設
、
中
学
校
に
お
け
る
進

路
指
導
の
改
善
、
新
し
い
タ
イ
デ
，
の
高
等
学
校
（
総

合
字
賢
、
手
位
制
高
等
学
控
等
）
の
設
堂
な
ど
、
大

学
ふ
憂
。
専
門
芋
粒
等
に
お
い
て
は
、
礼
会
人
学

生
の
受
叉
れ
や
、
科
目
等
履
修
生
、
公
歪
昴
講
塵
学

佼
開
放
な
ど
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
＿
竺
行
に
大
学

の
よ
開
講
座
に
お
い
て
は
、
受
講
者
か
約
六
亡
i
万
人

応
上
る
な
ど
飛
躍
的
に
増
大
し
て
炉
n
f
ま
だ
、
生

涯
学
習
な
総
合
的
に
推
迭
す
る
だ
め
の
生
涯
学
菖
日
蒻

育
研
究
セ
ン
ク
ー
の
体
制
整
備
が
進
め
ら
訊
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
学
校
外
に
お
け
る
学
習
成
果
の
齊
価

も
進
み
つ
つ
あ
る
。
十
、
学
等
杞
つ
い
て
は
平
成
三
年

六
月
の
大
学
設
置
基
準
の
改
正
、
専
修
学
校
に
つ
い

て
は
平
成
六
年
六
月
の
専
修
学
校
設
置
基
準
の
改
正

に
よ
り
、
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
平
成

-
0年
三
月

に
よ
り
、
単
位
靱

こ
の
中
：
．
例
え
げ
文
部
省
認
定
技
能
審
査
は
、

心
．
が
修
得
し
た
知
寮
・
技
能
の
水
準
を
審
査
・
証

明
す
る
事
業
の
う
ち
、
教
育
上
奨
励
す
べ
き
も
の
を

文
部
ナ
臣
が
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
文
部

省
竪
定
技
能
審
査
の
合
格
に
係
る
学
餡
及
び
専
門

学
校
に
お
け
る
学
佗
に
つ
い
て
夏
単
位
認
定
の
道

か
開
か
れ
て
い
る
い

凶
大
学
入
学
資
格
検
定

高
等
学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
な
ど
に

対
し
て
、
広
く
大
学
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め

大
学
入
学
資
格
検
定
制
度
炉
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
資
格
検
定
を
受
け
一
定
の
科
目
に
合
格
し
た
場
合

29 

年
度
か
ら
は
「
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
L

r

-

0

年
度
か

ら
は
「
学
習
セ
ン
タ
ー
L

と
し
て
、
平
成
一

0
年
度

現
在
、
全
都
道
府
県
の
計
四
九
か
所
に
設
置
）
、
教
育

の
機
会
均
等
の
一
層
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
早

期
に
全
国
放
送
を
実
現
す
る
こ
と
が
誅
題
と
な
っ
て

い
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
九
年
五
月
に
放
送
大
学
学

園
法
を
改
正
し

‘
-
0年
一
月
か
ら
、

C
S
デ
ジ
タ

几
放
送
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
放
送
エ
リ
ア
を
全

固
に
拡
大
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
山
間
部
や
離
島
を
含

め
日
本
全
国
ど
こ
で
も
大
学
の
授
業
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
i
0
年
i

0
月

か
ら
は
全
国
す
べ
て
の
学
習
セ
ン
ダ
ー
で
、
卒
業
を

目
的
と
し
た
学
生
二
全
科
履
修
生
）
も
受
け
入
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
i
0
年
度
か
ら
は
、
新
で
に
リ
「
・
レ
ッ

シ
ュ
教
育
科
目
と
し
て
、
学
校
図
書
館
司
書
教
諭
の

資
格
に
資
す
る
科
目
の
開
設
な
ど
、
多
様
苔
生
悸
学

習
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
て
あ

゜
る巳
専
修
学
校

専
修
学
校
は
、
柔
軟
な
学
校
判
度
と
し
て
特
色
｀
豆

生
か
し
、
社
会
の
要
請
に
即
応
し
た
実
践
的
な
職
業

教
育
、
専
門
的
な
技
術
敦
育
等
を
行
｝
口
教
育
機
関
で

ぁ
戸
、
昭
和
五
一
年
の
制
度
発
足
以
来
警
実
[
I
L

進
展

を
し
て
き
た
。
平
成
九
年
度
の
学
校
数
は
三
五
四
六

校
、
生
徒
数
は
約
七
九
万
人
で
あ
る
。

専
修
学
校
に
は
、
入
学
資
格
に
よ
っ
て
、
中
学
校

卒
業
者
を
対
象
と
し
た
高
等
課
程
、
高
等
学
校
卒
業

者
を
対
象
と
し
た
専
門
諌
程
、
特
に
入
学
資
格
を
定

め
な
い
一
般
課
担
白
二
つ
の
課
程
炉
あ
る
。

年
度
の
四
三
四
二
人
か
ら
、

□
三
人
と
、
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

可
成
六
年
度
か
ら
専
修
学
校
高
g

目
に
相
当
す
る
科
目
に
つ
い
て
、
一
定
の
授
業
時
閲

数
を
言
し
て
い
る
場
合
紅
は
、
受
院
科
目
を
免
除

で
き
る
こ
と
と
し
竺
さ
ら
に
同
年
度
か
ら
一
定
の

技
能
審
査
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
相

立
す
る
受
験
科
目
定
免
除
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

il11教育
・
文
化
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口
振
興

9
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生
涯
学
習
の
振
巽
に
お
い
て
は
、
社
会
教
育
。
文

化
。
ス
ポ
ー
ー
ツ
活
動
の
振
輿
を
図
る
こ
と
は
極
め
て

重
要
て
あ
る
＾
｀

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
多
様
て
弾
力
的
な
学
習

と
い
う
形
態
と
い
｝
う
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
裔
齢

化
問
隠
・
環
境
問
題
等
の
現
代
的
評
題
へ
の
麟
極
的

な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
人
々
の
学
習
活
動
の
拠

点
と
な
る
社
会
赦
育
施
設
の
活
性
化
・
高
機
能
化
な

ど
、
振
興
の
た
め
の
種
々
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
ス
涼
ー
ツ
施
設

の
整
備
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
な
ど
の
施
策
を
推

進
し
て
い
る
。

文
化
活
動
の
振
興
も
、
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化

の
振
奥
や
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る
施
策
を

は
じ
め
と
し
て
r

多
様
な
施
策
が
実
施
さ
九
て
い
る
。

て
い
る
。
平
成
三
年
四
月
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
生

四
学
習
局
振
興
課
内
に
民
間
教
育
事
業
室
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
平
成
六
年
八
月
に
は
、
民
間
教
育
虫

業
者
団
体
等
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
五
盆
回

営
利
社
会
教
育
事
業
者
団
体
等
亨
務
連
絡
協
議
会

（
民
事
協
）
＇
ー
が
設
置
さ
れ
‘
定
期
的
ば
情
報
交
換
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
平
成
七
年
九
月
二
二
日
付
け
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
宛
て
文
部
省
生
涯
学
習
局
長
通
知
に
お

い
て
I
5

社
会
教
育
法
上
の
「
社
会
教
育
」
に
は
、
民

間
の
事
業
者
が
行
う
教
育
活
動
も
含
ま
れ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
多
様

人
々
の
多
様
化
・
高
度
化
・
広
域
化
す
る
学
曾
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
情
報
提
供
の
充
実
を
図

る
た
め
、
西
塵
一
（
ご

0
0年
を
目
標
に
全
国
的
な
生

涯
学
習
情
報
を
提
供
す
る
体
制
（
ま
唸
び
ね
っ
と
シ

ス
一
一
ム
）
の
整
備
を
進
め
て
い
る
3

特
に
平
成
九
年
五
月
か
ら
は
r
,
1
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
江
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http"ミ
w
w
w
.
n
a
e
c
督
'
j
p
;

r
n
a
n
a
bi
/

i

n
d
e
x
.
ht

ml
)
を
開
設
し
、
文
部
省
関
係
楼

閲
や
都
追
府
県
の
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
チ
ム
の

⑮
小
。
中
・
高
等
学
校
や

大
学
等
に
お
け
る
取
組

田
放
送
大
学

~解説

こ
の
う
ち
、
専
修
学
校
専
門
課
程
（
い
わ
ゆ
る
専

門
学
校
）
に
つ
い
て
は
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の

進
学
率
が
一
六
％
を
超
え
て
お
り
、
我
が
国
の
高
等

教
育
機
関
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
C

平
成
六
年
六
月
に
は
専
修
学
校
設
置
基
準
を
改
正

し
、
教
育
内
容
の
一
層
の
個
性
化
、
高
度
化
を
進
め

る
た
め
に
、
他
の
専
修
学
校
や
大
学
等
に
お
け
る
授

業
科
目
の
履
修
を
自
校
に
お
け
る
履
修
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
制
度
が
睾
亨
入
さ
れ
た
。
こ

の
ほ
か
社
会
人
・
職
業
人
の
受
入
促
進
の
た
め
に
、

昼
夜
開
講
制
、
科
目
等
履
修
生
制
度
が
導
＼
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、
専
門
課
程
に
お
け
る
学
習
成
果
を
適
切
比

評
価
し
r

そ
の
修
了
者
の
社
会
的
な
地
的
へ
ぃ
向
上
と

生
涯
学
習
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
専
門
学
佼
の
修
了
者
に
は
一
専
門
七
，
一
（
い
称

号
を
付
与
す
る
こ
と
炉
可
能
と
な
っ
て
い
＄
。

平
成
二
い
年
六
月
に
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
文
部
大
臣
の
認
め
る
基
準
を
満
た
す

専
修
学
校
の
専
門
課
梓
修
了
者
に
「
、
い
て
、
大
学
へ

の
編
入
学
炉
誇
め
ら
れ
、
平
成
―
i
年
の
四
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
＂

こ
か
よ
う
に
、
各
種
の
制
度
改
正
等
を
経
て
ー
．
専

修
学
校
は
、
学
校
教
育
渋
第
一
条
に
視
定
す
る
学
校

（
い
わ
ゆ
る
一
条
校
）
に
並
ぷ
学
校
教
育
機
関
ど
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、
生
涯
学
習
機
関
と
し

て
も
発
畏
し
て
き
て
い
る
。

28 



ロ匡学習の
ネットワークの形成を目指して

閲覧室（パンフレットコーナー）

，ヽ5
9

、
る
と
と
も
に
、
図
書
。
雑
誌
等
の
一
部
の
資
料
を
除

き
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
ほ
と
ん
ど
を
自
由
に
持
ち
か

え
れ
る
よ
う
に
し
て
い
立
さ
ら
只
欝
屡
施
設

資
杞
国
体
。
サ
ー
ぅ
ノ
ル
、
指
導
者
・
欝
師
等
に
つ

い
て
コ
｀
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
学
習
情
報
シ
ス
テ

ふ
記
よ
り
へ
登
録
や
提
供
を
行
っ
て
い
る
ほ
ガ
、
各

種
の
学
習
相
餃
事
業
な
ど
を
実
癒
し
て
い
る
。

し
か
し
、
瑾
セ
ン
タ
ー
，
＇
が
「
生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
i
生
涯
鷺
喜
ヽ
，
）
タ
ー
」
へ
名
称
を
変

更
し
た
の
は
東
京
都
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
役

割
こ
し
こ
こ
わ
ま
で
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報

の
履
で
提
供
及
び
祖
訊
甕
茉
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新

た
な
機
能
を
付
加
さ
せ
な
が
ら
璽
京
に
お
け
る
生
菩

字
習
位
会
の
実
現
に
向
け
て
条
件
整
備
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
成
八
年
―
i
月
に
出
さ
れ
た
第

一
一
期
の
東
京
都
生
涯
学
習
資
議
会
の
中
間
建
議
に
お

い
て
、
都
内
に
あ
る
冬
様
な
学
習
提
供
機
関
（
行
政
f

民
間
機
関
、
大
学
等
｝
等
と
広
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

置
示
し
、
そ
の
た
め
の
核
と
な
る
生
涯
詈
累
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
当
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

が
機
熊
を
拡
充
し
て
監
備
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い

と
提
言
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
ネ
5

，
・
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
タ
の
拠
点
と
し
て
生
涯
学
習
関
連
機
関
や
都

民
、
学
習
グ
几
ー
プ
な
ど
に
対
し
て
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
担
う
も
の

31 

生
涯
学
習
施
策
の
新
た
な
展
開

な
学
習
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
民
間
教

育
事
業
と
の
連
携
が
よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と
”

期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
経
済
団
体
と
の
意
見
交
換
の
場
を
骰
け
、

生
涯
学
習
の
振
興
（
平
成
八
年
五
月
か
ら
九
月
）
及

び
教
育
改
革
の
推
進
（
平
成
九
年
i
月
か
ら
三
月
r

―
一
月
か
ら
ニ
一
月
）
に
つ
い
て
懇
談
を
行
う
と
と

も
に
、
社
会
人
が
家
庭
や
地
域
社
会
で
活
動
す
る
た

め
の
ゆ
と
り
を
も
た
ら
す
こ
と
や
、
社
会
人
が
必
要

な
と
き
に
大
学
等
で
学
裂
し
や
す
い
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
な
ど
、
生
涯
学
習
施
策
の
振
興
を
図
る
上
で

重
要
な
企
巣
に
お
け
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
要
請
を

行
っ
た
c

さ
ら
只
生
涯
学
習
振
輿
法
以
未
の
省
庁
間
連
批

の
一
っ
0
結
実
と
し
て
‘
厚
生
省
と
の
間
で
、
子
ど

も
と
家
庭
を
支
援
す
る
心
め
の
文
部
省
Q
厚
主
省
共

同
行
動
計
画
を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
子
ど
も
に
関
ォ
，
る
非
行
等
の
様
，
ヽ

な
固
題
＂
‘
0
対
応
が
我
が
国
社
会
に
と
っ
て
大
き
な

課
恕
と
'
[
八

□J
い
る
中
て
r

汽
代
を
招
A

ぅ
子
ど
も
州
＂

偉
や
か
に
育
っ
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

数
音
行
政
と
厚
生
行
政
賛
堅
密
に
連
幌
し
、
効
果
的

な
疵
策
5
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

こ
O
J
箇
か
に
も
、
前
述
の
全
国
主
河
学
習
ウ
ェ
ス

テ
イ
ベ
ル
に
お
け
る
民
間
団
体
の
出
翌
等
翌
．
九
魯

二
―
キ
ャ
ン
ヘ
ー
ジ
や
汽
紅
述
べ
る
『
{
J
ど
も
と
話

そ
う
一
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
、
こ
に
お
い
て
他
省
庁
、
民

閲
ば
体
器
に
記
力
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
各
片
1

回
と

連
棚
＇
’
●
』
た
謳
葵
を
実
廂
し
て
い
る
も

字
ど
も
と
話
そ
う
]
.
1
|
|
-

ー
―
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

神
戸
市
須
磨
地
区
の
児
章
殺
害
事
件
や
最
近
の
教

帥
殺
害
事
件
等
が
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
家

庭
教
育
の
菫
要
性
が
改
め
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
と
と

も
に
、
社
会
の
大
人
た
ち
が
手
を
携
え
て
子
ど
も
達

を
大
切
に
し
、
心
豊
か
に
育
ん
で
い
く
機
運
を
醸
成

し
て
い
く
こ
と
が
強
＇
＼
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
文
部
省
て
は
、
家
庭
や
地
域
社
会
全
体

で
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
話
し
合
う
機
会
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
心
登
か
な
下
ど
も
違
を
は
ぐ
く
む
た
め
、

昨
年
夏
か
ら
「
[
-
十
ど
も
と
話
そ
与
‘
-
]
全
国
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
L

を
実
施
し
、
九
．
―
ニ
キ
＼
ン
ペ
ー
ン
の
実
績

を
も
ふ
ま
え
叫
関
係
省
庁
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企

業
・
団
体
等
に
も
広
く
呼
び
か
け
て
い
る
。
（
資
料
3

)

ま
た
、
こ
0
一
環
と
し
て
、
半
成
八
年
度
よ
り
文

部
省
咳
員
の
子
ど
も
た
ち
か
器
の
職
褐
を
防
閲
寸
ろ

｛
デ
ぶ
叩
省
戯
員
の
子
ど
屯
の
見
学
デ
ー
」
を
、
平
成
九

平
度
か
ら
は
参
叩
者
を
一
般
公
募
し
た
「
文
部
省
見

学
デ
ー
，
L

も
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平

成
一
0
年
四
月
紅
は
一
般
公
募
し
た
子
ど
も
た
ち
鱗
＼

文
部
，
i
ょ
臣
及
び
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
タ
・
パ
ラ
リ
シ
ビ

ッ
ク
の
メ
ダ
り
ス
ト
達
‘
，
こ
の
怒
餃
及
び
文
部
省
内
見

学
等
を
行
ぷ
ー
一
緒
に
夢
を
貼
そ
ぷ
，
、
」
を
実
施
し
た
。

墨
泉
都
生
涯
学
習
情
緑
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
さ
‘
~

当
初
の
仮
開
設
時
期
を
除
き
J
R

有
楽
町
駅
に
隣
接
~

す
る
墨
宗
部
丸
の
内
庁
舎
内
で
亭
業
の
展
開
を
図
っ

て
き
た
い
そ
の
後
、
平
成
九
年
一
月
に
旧
東
京
都
庁
舎
の
跡

地
に
文
化
、
情
報
、

畜
苦
が
国
際
マ

す
ー
ニ
、
？
―
-
内
忙
移
転
し
二
墨
承
都
生
涯
学
習
セ
‘
‘
/
』

タ
ー
ど
る
恕
を
変
更
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
ー
ー
プ
ン

を
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
、
都
民
の
多
様
な
学
習
需
要
に

対
応
し
て
、
行
政
、
民
閻
機
関
、
大
学
等
の
生
涯
学

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
六
三
年
に
生
涯
学
習
局
が

設
置
さ
れ
て
以
来
、
学
習
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
は

施
策
が
着
実
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
e

し
か
し
、
総
合
的
な
施
策
の
推
進
の
た
め
化
は
、

教
育
行
政
の
み
な
ら
ず
、
関
係
省
庁
、
地
方
公
共
団

体
、
民
間
事
業
者
等
と
の
密
接
な
連
携
が
必
要
で
あ

り
‘
-
0
年
経
過
後
の
生
涯
学
習
施
策
と
し
て
は
、

「
連
携
」
が
更
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
学
習
機
会
の
提
供
と
並
ん
で
、
学
習
成

果
の
評
価
・
活
用
も
大
き
な
牒
題
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
と
も
、
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
へ
向
け
て
、
よ

り

一

層

り

取

組

か

期

待

さ

れ

る

。

旦

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

の
取
集
｀
提
供
・
相
談
と
と
も
に
、
①
生
涯
学
習
関

連
機
関
・
団
体
の
連
携
・
協
力
及
ひ
交
流
の
支
援
、

岱
喜
学
習
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
夜
び
普
及
、

啓
発
③
生
涯
学
習
に
関
ず
る
指
導
者
等
の
育
成
・

研
修
な
ど
の
新
た
な
取
組
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
具
体
的
に
け
、
今
年
度
か
ら
、
都
と
区
市

の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
と
の
協
議
会
の
実
施
や
、

都
民
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
皇

成
事
業
な
ど
新
た
な
事
業
を
展
開
し
、
生
語
学
習
ネ

ッ
ト
ワ
ー
タ
ビ
ン
タ
ー
の
実
現
に
向
け
て
取
組
を
進

め
て
い
る
。

社
会
教
育
主
事

矢
内
正
孝
）

--·——~ ~‘̀ —~ ・ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

東京都生涯学習セ：：

疇解説

お
わ
り
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館
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私
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つ
け
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1
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,
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マ
リ
シ
リ
ス
テ
ィ
ー
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一
都
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府
県
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一
會
教
育
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学
術
・
文
化
。
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
i
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i

一，
1

|
北
海
鴎
千
葉
息
香
川
限
直
島
町
・
大
分
県
一

▽
学
校
が
夏
休
み
に
入
る
と
、
近
く
の
公

園
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
の
音
楽
が
問
こ
え
て

き
ま
す
。
私
も
小
学
生
の
こ
ろ
は
、
夏
休

み
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
す
る
た
め
、
い

つ
も
よ
り
一
時
間
早
い
朝
六
時
に
起
床
し
、

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
近
く
の
広
場
に

足
を
運
ん
だ
も
の
で
し
た
。
そ
こ
に
は
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
親
の
姿
も
多
数
見
ら

れ
、
総
勢
一

0
0名
近
く
r

も
し
く
は
そ

れ
以
上
の
・
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
c
学

年
が
進
む
に
「
れ
て
休
日
の
早
起
き
か
っ

っ
と
う
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

の
、
体
燥
を
終
え
て
家
に
帰
：
て
来
る
こ

ろ
に
は
ず
っ
か
り
目
も
覚
め
、
朝
食
を
お

い
し
く
食
べ
ら
こ
と
が
で
き
ま
し
た
c
)

[
]
ャ
文
部
省
の
社
会
教
育
局
5

心
改
組
さ
れ
生

涯
学
習
屁
が
設
置
さ
れ
た
の
が
昭
和
六
三

年
で
す
か
ら
、
今
年
で
一

0U年
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
今
月
の
特
集
は
テ
ー
マ
を
「
生

涯
学
習
施
策
か
新
た
な
畏
開
」
と
し
、
生

涯
学
習
に
つ
い
て
こ
の
'
-
0年
間
の
施
策

や
今
後
の
展
望
、
各
糧
事
例
な
ど
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
座
談
会
で
も
貴
重
な
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
C

特
に
座
談
会
は
、
本
誌
と
し
て
は
あ
ま

り
例
の
な
い
中
央
官
庁
の
課
室
畏
に
御
出

席
を
い
た
だ
き
哀
し
た
。
省
庁
間
の
連
携

定
中
心
に
幅
広
く
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
活

発
に
し
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
人
中
味
の

濃
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
バ
巧
誌
酉
の
都

合
で
す
べ
て
を
掲
載
で
き
図
い
の
箕
と
て

も
残
念
で
す
。

(

K
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M
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平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、

敢
を
持
つ
念
仏
踊
乃
一
稲
で
、

雷
言
保
限
を
受
IIr,
、
現
在
は
八
月

□日
か
ら
一
八

没
ま
で
市
内
各
所
で
器
ん
に

日
に
か
け
て
早
朝
か
ら
日「
ジ
ャ
ン
ガ
＝
r
」

と

い

こ

孟

蕊

演
じ
ら
れ
る
C
9
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名
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は
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饗

冑
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長
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ま

と
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，

た
も
の
と
考
え
ら
訊
て
い
る
，
｝

ジ
ャ
ン
ガ
―
r,

｛
二
名
一
、

9
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9

t
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9

,

 

i
，
ぶ
り
き
、
及
び
笛
五
名
前
後
）
と
鉦
（
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ち
（
ニ
~
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,
'
直
（
ヽ

，
；
窓
．
芝
，
＇
つ

r
、
i
,
t
~

名
二
の
嬰
子
を
其
「
は
言
戦
持
ち
ゃ
，
歪
，
伸
，
力
，

＇
，
｀
‘
,
芸
態
に
は
‘
叫
の
囃
子
で
入
場
し

r

竺
合

，
わ
＼
＇
、
禰
＇
ー
、
へ
そ
乃
笥
り

っ
て
祝
）
＇
）
（

~
c
c止
ー
：
）

で
側
打
ち

は

近

世

の

古

風

を

う

り
羽
の
囃
i
で
退
場
す
る
と

,
9菱
、
な
お
、
踊
り
歌

か
が
わ
せ
る
姿
を
良
く
残
し
て
．
V

と
し
て
繰
り
返
さ
汎
る
「
ホ
ー
ナ
ゴ
、
ホ
，
ー
ミ
デ
＇
ー
子
」

と
い
、
勺
歌
詞
は
、
俗
に
属
長
う
祀
実
出
て
」
と
五
穀

着
を
祈
る
も
の
と
解
さ
汎
て
い
る
が
f
卑
門
的
に
は

¥

)
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念
仏
の
著
し
く
変
化
し
た
語
句
と
考
え
ら
れ
て
ど
心

こ
の
よ
う
に
平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
近
世
い
光
の

と
し
て
芸
能
史
上
質
隠
で
あ

芸
態
を
よ
く
伝
え
る
も
の

り
、
ま
た
念
仏
踊
の
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の
と
し
て

も
価
値
の
高
い
伝
承
で
あ
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
設
部
伝
統
文
化
課
宮
田
繁
幸
）
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